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町
の
ご
み
は
今

〜
平
成　

年
度
ご
み
デ
ー
タ
〜

１９

◆
ご
み
量
は
前
年
比
十
�
減
！

　

町
の
平
成
十
九
年
度
の
ご
み
と
資
源
物

の
総
量
は
、
前
年
比
で
約
十
㌫ 
減
と
い
う

す
ば
ら
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

図
表
①
ご
み
と
資
源
物
の
回
収
量
（
左

下
）
を
見
る
と
、
可
燃
ご
み
が
十
三
㌫ 
減

少
、
不
燃
ご
み
が
五

㌫ 
減
少
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
が
二
七
㌫ 
減
少
し
、
逆
に
資

源
物
は
十
五
㌫
増
え
て
い
ま
す
。

◆
資
源
化
率
は
十
八
�
に

　

図
表
②
処
理
別
の
割
合
（
右
下
）
を
見

る
と
、
焼
却
は
七
八
㌫ 
、
埋
立
は
四
㌫
、

資
源
化
は
十
八
㌫ 
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
は
、
焼
却
が
八
〇
㌫
、

埋
立
が
四
㌫
、
資
源
化
が
十
六
㌫ 
だ
っ
た

の
で
、焼
却
の
割
合
が
減
り
、そ
の
分
資
源

化
が
伸
び
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

処
理
量
の
内
訳
は
図
表
③
ご
み
と
資
源

物
の
処
理
量
内
訳
（
十
一
ペ
ー
ジ
左
）
の

と
お
り
で
す
。

※
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み
を
選
別
処
理
す

る
た
め
、
図
表
①
回
収
量
と
は
一
部
数

値
が
異
な
り
ま
す
。

◆
減
量
の
要
因
は
？

　

町
は
平
成
十
八
年
十
月
、
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収
集
開
始
と
事
業
系
廃
棄

物
の
収
集
体
制
変
更
を
同
時
に
実
施
し
ま

し
た
。
大
幅
な
ご
み
減
量
は
、
こ
れ
ら
の

実
施
が
複
合
的
に
作
用
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
減
量
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
民

や
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
九
年
四
月
の
ミ
ッ
ク
ス

ペ
ー
パ
ー
の
収
集
回
数
変
更
と
併
せ
、
平

成
十
八
年
度
を
通
し
、
町
全
域
で
集
中
的

に
ご
み
の
説
明
会
を
実
施
し
た
啓
発
効
果

も
表
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

◆
ご
み
処
理
費
も
六
千
万
円
減
！

　

ご
み
量
の
減
少
と
併
せ
、
ご
み
処
理
費

も
約
六
㌫ 
減
り
、
全
体
で
九
・
一
億
円
と

な
り
ま
し
た
（
図
表
④
ご
み
処
理
費
（
十

一
ペ
ー
ジ
右
））。

　

不
燃
ご
み
の
う
ち
、
処
理
単
価
の
高
い

②処理別の割合�

１４，０００t

１２，０００�

１３，２１３� １３，３３４�１３，２１３� １３，３３４�
１１，９４１�

１０，０００�

８，０００�

６，０００�

４，０００�

２，０００�

０�

平成１７年度� 平成１８年度� 平成１９年度�

資源化�
２．１４５ｔ�＝１８％�

＝　４％�

＝７８％�

埋立�
５１５ｔ�

焼却�
９．２８１ｔ�

①ごみと資源物の回収量
対前年比平成１９年度平成１８年度平成１７年度年　　　　度
１％増３１，９１９３１，７１１３１，５３１人口（人）
２％増１２，２３９１２，０２３１１，８２４世帯
１３％減８，４２２９，６９３９，２１３可燃ごみ（t）
５％減８６３９０４９６９不燃ごみ（t）
２７％減８０２１，０９３１，２６１プラスチックごみ（t）
５％増１７７１６８１２８粗大ごみ（t）
１５％増１，６４５１，４２７１，５９３資源物（t）
３５％減３２４９４９リサイクル法対象廃家電（t）
１０％減１１，９４１１３，３３４１３，２１３合　　　計（t）
１１％減１，０２５１，１５２１，１４８一人１日あたり原単位（g）

問
合
せ

　

環
境
課　

�
内
線
四
五
一

　

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
計
画
の
第
一

期
目
標
で
あ
る
「
焼
却
と
埋
立
の
五

〇
�
減
」
に
向
け
、
具
体
的
施
策
の

骨
子
案
を
と
り
ま
と
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

h
ttp
://w

w
w
.tow
n
.h
ay
am
a.lg
.

jp/topics2/topics01.htm
l

　

本
骨
子
案
は
、
現
段
階
で
の
検
討

状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
今

後
、
こ
れ
を
た
た
き
台
と
し
て
、
議

会
や
新
年
度
に
ス
タ
ー
ト
予
定
の
推

進
委
員
会
な
ど
各
方
面
で
検
討
調
整

を
重
ね
、
最
終
的
な
施
策
を
固
め
て

い
く
予
定
で
す
。

施施施施施施施施施施施施
策策策策策策策策策策策策
骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨
子子子子子子子子子子子子（（（（（（（（（（（（
素素素素素素素素素素素素
案案案案案案案案案案案案
））））））））））））のののののののののののの

施
策
骨
子（
素
案
）の 

説説説説説説説説説説説説
明明明明明明明明明明明明
会会会会会会会会会会会会
をををををををををををを
開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催

説
明
会
を
開
催

日
時　

二
月
十
一
日
（
祝
水
）

　

十
四
時
〜
十
五
時
三
〇
分

場
所　

福
祉
文
化
会
館
大
会
議
室

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

環
境
課　

�
内
線
四
五
一

葉
山
町
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
計
画

施施施施施施施施施施施施
策策策策策策策策策策策策
骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨
子子子子子子子子子子子子（（（（（（（（（（（（
素素素素素素素素素素素素
案案案案案案案案案案案案
））））））））））））

施
策
骨
子（
素
案
）



１１

お
知
ら
せ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
二
七
㌫ 
減
少
し
、

三
千
万
円
近
い
節
減
が
で
き
た
ほ
か
、
焼

却
処
理
費
用
に
つ
い
て
も
工
事
費
や
処
理

費
用
が
軒
並
み
下
が
り
、
五
年
連
続
の
処

理
費
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

依
然
と
し
て
県
内
有
数
の
高
額
処
理
費

で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、

町
民
一
人
あ
た
り
の
ご
み
処
理
費
も
、前

年
の
三
万
円
超
か
ら
二
万
八
千
円
台
ま
で

下
が
り
、状
況
は
や
や
改
善
し
て
い
ま
す
。

④ごみ処理費�

１１� ３５，０００�

一人あたり�
処理費（円）�

ごみ処理費�
総額（億円）�

３３，０００�

３１，０００�

２９，０００�

２７，０００�

１０�

９�

８�

７�

６�

Ｈ１７� Ｈ１８� Ｈ１９�

ごみ処理費総額�

一人あたり�

計11,941ｔ�

プラスチックごみ（８０２ｔ）�

可燃ごみ（８，４７９ｔ）�

不燃ごみ�
（５１５ｔ）�

植木剪定枝（９０ｔ）�
容器包装プラスチック（３１４ｔ）�

焼却�
９，２８１ｔ�

資源化�
２，１４５ｔ�

埋立�
５１５ｔ�

その他、焼却残渣�
１，２７８ｔも埋立�

白色トレイ（１ｔ）�
新聞（２１７ｔ）�
雑誌（３５０ｔ）�

段ボール（２６７ｔ）�
紙パック（２ｔ）�

ミックスペーパー（２５１ｔ）�
ペットボトル（６５ｔ）�
ガラスびん（８８ｔ）�
アルミ缶（５１ｔ）�

スチール缶（１２７ｔ）�
プレス千地（９１ｔ）�

鉄くず（６４ｔ）�
不燃残渣中間処理後資源化（２８ｔ）�

布団（２２ｔ）�
リサイクル法対象廃家電（３２ｔ）�
リサイクル法対象外廃家電（８５ｔ）�

乾電池（０ｔ）�

③ごみと資源物の処理量内訳�

　

非
核
平
和
事
業
の
推
進
の
た
め
、
町
内
在
住
・
在
学
の
中
学
生
を
対
象
に
標
語
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
七
二
人
か
ら
一
一
〇
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
八
日
に
開
催
し
た
選
考
委
員
会
で
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
生
徒
の

作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

企
画
調
整
課　

�
内
線
三
三
一
〜
三
三
二

　

金
賞　

葉
山
か
ら　

非
核
の
バ
ト
ン　

世
界
へ
と

新
倉　

春
菜
（
葉
山
中
学
校
三
年
）

　

銀
賞　

育
も
う　

核
な
き
未
来　

平
和
の
芽

田
中　

菜
月
（
葉
山
中
学
校
三
年
）

　

銅
賞　

核
兵
器　

生
む
の
は
人
の　

死
と
涙

　
　
　
　
　

藤
江　

利
樹
（
葉
山
中
学
校
三
年
）

　

佳
作　

核
な
く
し　

み
ん
な
で
灯
そ
う　

平
和
の
日長

岡　

美
樹
（
葉
山
中
学
校
一
年
）

核
捨
て
て　

世
界
に
残
そ
う　

永
遠
（
と
わ
）
の
愛

鈴
木　

遥
渚
（
葉
山
中
学
校
三
年
）

核
や
め
て　

負
の
連
鎖
を　

断
ち
切
ろ
う

行
谷　

俊
希
（
葉
山
中
学
校
三
年
）

核
兵
器　

す
て
て
近
づ
く　

新
世
界

石
川　

愛
彩
（
葉
山
中
学
校
三
年
）

平
和
の
和　

核
＋
核
は　

非
公
式

鈴
木　

里
歩
（
葉
山
中
学
校
三
年
）

（
敬
称
略
）

平
成
二
〇
年
度

　

葉
山
町
非
核
平
和

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
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顔�顔�
１１月２２日、長年献血の推進に功績の
あった団体や個人を顕彰する献血推
進功労者表彰式で、献血継続協力３０
年以上の功績をたたえられ、中村常
光さんが日本赤十字社長感謝状を授
与されました。

◎
特
選　

＊
共
選

俳　

句　
　

沼
田
葉
櫻
子　

選

◎
一
畳
の
芝 
蠢 
か
し 
寒  
雀  

伊
藤　
　

桃

う
ご
め 

か
ん 
す
ず
め

（
評
）寒
い
と
き
は
、
ふ
く
れ
て
じ
っ
と
し
て
い
る
雀

も
冬
晴
の
暖
か
い
日
は
、
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
と
芝

の
中
を
歩
き
ま
わ
っ
て
、
餌
を
探
し
て
い
る
姿

は
可
愛
い
も
の
で
あ
る
。

＊
メ
モ
添
へ
て 
自  
然  
薯 
置
か
る 
厨  
口  

高
梨　

久
子

じ 

ね
ん 
じ
ょ 

く
り
や 
ぐ
ち

（
評
）自
然
薯
は
山
中
に
自
生
す
る
も
の
で
探
し
て
か

ら
掘
る
ま
で
は
大
変
な
作
業
で
あ
る
。「
と
ろ

ろ
」
が
出
来
る
の
で
山
家
料
理
と
し
て
喜
ば
れ

る
。
上
五
・
下
五
音
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
 
鐘  
楼 
に 
辿 
り
つ
け
た
り 
去  
年 
今
年 

石
田　
　

肇

し
ょ
う 
ろ
う 

た
ど 

こ 

ぞ

　

お 
酉 
さ
ま
は
ぐ
れ
て
拾
ふ
紙
小
判 

石
川　

光
子

と
り

　
 
鶺  
鴒 
の
流
れ
を
渡
る
尾
の
リ
ズ
ム 

安
藤
と
み
子

せ
き 
れ
い

　

人
波
に
押
さ
れ
瞬
時
の
御
慶
か
な 

関　
　
　

昭

＊
江
ノ
島
も
小
さ
く
な
り
ぬ
渡
り
鳥 

三
崎　

邦
彦

俳　

句　
　

淺
井　

一
志　

選 　締切は、掲載希望月の前々月末日必着。はがき１枚に、
一人３首か３句まで（当季雑詠）、住所、氏名、電話番号を書
いて、企画調整課「葉山歌壇俳壇係」まで

短　

歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

保
子　

選

�

�

�

�

�

�

◎
積
雪
の
や
や
偏
り
て
富
士
の
山 

熊
谷　

晃
門

（
評
）一
句
の
ポ
イ
ン
ト
は
中
七
、
雪
の
降
り
方
が

思
っ
て
い
た
ほ
ど
で
な
く
、
少
し
違
っ
て
い
た

の
か
、
少
し
偏
り
が
あ
る
や
に
見
え
た
の
で
あ

ろ
う
。
違
い
を
よ
く
感
じ
と
っ
た
観
察
の
効
い

た
一
句
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

＊
メ
モ
添
へ
て
自
然
薯
置
か
る
厨
口 

高
梨　

久
子

（
評
）こ
の
句
も
平
明
な
作
品
。
メ
モ
を
添
え
て
あ
っ

た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
心
づ
か
い
に
情
を
感
じ

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
の
通
う
一
句
で
あ

る
こ
と
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

携
帯
も
パ
ソ
コ
ン
も
な
く
冬 
霞  

近
藤　
　

糺

か
す
み

　
 
炉 
開
き
や 
鶲 
も
白
き
紋
つ
け
て 

安
藤
と
み
子

ろ 

ひ
た
き

　

白
波
は
初
日
の
色
に
変
り
け
り 

石
田　
　

肇

　

海
を
見
る
遠
き
ま
な
ざ
し 
鰯 
雲 

園
田　

義
朗

い
わ
し

　

寡
黙
な
る
津
軽
の
人
や
菊 
膾  

石
川　

光
子

な
ま
す

＊
江
ノ
島
も
小
さ
く
な
り
ぬ
渡
り
鳥 

三
崎　

邦
彦

◎ 
恒  
河  
沙 
の
い
さ
ご
の 
如 
く
あ
る
宇
宙
青
き
地
球
は
涙
ぐ
ま
し
き 

多
羅　

空
竹

ご
う 

が 

し
ゃ 

ご
と

（
評
）恒
河
（ 
梵 
語
で
ガ
ン
ジ
ス
河
の
こ
と
）
の
砂
の
よ
う
に
無
数
に
あ
る
宇
宙
の
星
の
中
で
も

ぼ
ん

「
か
ぐ
や
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が
見
せ
た
地
球
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美
し
さ
、
い
と
ほ
し
さ
に
思
わ
ず
感
動
し
た
作
者
。
宇
宙
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
よ
み
ぶ
り
の
一
首
で
す
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後
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ば
高
貴
な
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張
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十
路
の
わ
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背
を
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と
押
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る
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欲
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け
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己
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で
モ
ー
ド
つ
く
り
励
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米
田　

宮
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『
風
雪
』
と
製
本
さ
れ
し
日
記
帳
身
の
丈
ほ
ど
の
夢
も
て
買
ひ
た
り 

金
井　

比
佐

　

賜
は
り
し
柿
の
実
ひ
と
つ
掌
に
か
ざ
す
小
春
の
日
差
し
丸
く
す
べ
り
ぬ 

秋
吉
美
代
子

　

こ
の
場
所
を
終
の
す
み
か
と
定
め
し
か
カ
マ
キ
リ
軒
に
じ
っ
と
動
か
ず 

鈴
木　

榮
子

　

海
面
を
す
れ
す
れ
飛
び
交
う 
鴎 
見
ゆ　

釣
り
船
帰
り
来
大
漁
で
あ
れ 

中
川　

弘
子

か
も
め

　
 
祖 
・
子
・
孫
と 
生 
れ
生
か
さ
れ
し
証
そ
百
葉
の
写
真 
一  
冊 
に
編
み
た
り 

渡
辺　

裕
子

お
や 

あ 

い 

つ

　

気
落
ち
し
て
静
か
に
見
上
ぐ
る
び
わ
の
木
は
目
立
た
ぬ
花
を
確
か
と
つ
け
お
り 

山
崎
み
ち
子

　
 
百  
舌 
が
来
て 
尉
鶲 
き
て 
小  
鴨 
き
て
葉
山
に
冬
が
近
づ
い
て
い
る 

岩
渕
寿
々
子

も 

ず 

じ
ょ
う
び
た
き 

こ 

が
も

皆さんの善意「献血」を支えて

１１月１９日の国際交流協会「ふれあい
講座」では、講師のカーショウさん手
作りのスモーガスボード（スウェー
デン式ウェルカムブッフェ）を最初に
いただいてから、スウェーデンの生
活を伺いました。料理「ヤンソンの
誘惑」はなかなかのおいしさでした。

スモーガスボードからどうぞ

スーホの白い馬の国から
１２月１３日に、福祉文化会館で国際
交流協会の「モンゴル紹介」があ
りました。牛乳にバターと岩塩の
入ったお茶、モンゴルの自然や街
中や行事の映像、馬頭琴のバック
ミュージック付きの「スーホの白
い馬」の朗読、ちょうど来日中の
モンゴル音楽グループ「アジナイ
ホール」の生演奏で、すっかりモ
ンゴルに浸った２時間でした。
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お
知
ら
せ ●葉山まちづくり館ギャラリー

１月６日（火）～３１日（土）１０時～１７時３０
分（休館日は図書館の休日に準ずる：
最終日は午前中のみ）　図書館２階
「湘南七福神」新年にまわってみたい
逗子・葉山の七福神めぐりのモデル
コースを紹介。�８７６－０４２１NPO法人
葉山まちづくり協会

●山口蓬春記念館　新春特別展
１月７日（水）～３月２２日（日）（休館日：
１月１２日を除く毎（月）、１月１３日（火）、
２月１２日（木））１０時～１７時　山口蓬春
と花鳥画の世界－コレクションに見る
その移りかわり－　一般６００円、高校
生以下無料。�８７５－６０９４　山口蓬春
記念館

●定例ボランティア活動
１月１０日（土）９時３０分から　介護老人
福祉施設「葉山清寿苑」　どなたでもど
うぞ。�８７５－６７３４　大熊（葉山町ボラ
ンティア連絡協議会）

●第６３回三浦半島県下駅伝競走大会
１月１８日（日）９時３０分～１１時３０分　横
須賀アリーナ→葉山御用邸前→林→三
崎口→野比→市立横須賀総合高校　県
下市町村の代表チーム・横須賀三浦地
区の高校チームが競う。当日の応援と
交通規制にご協力ください。�８２２－
８４９３横須賀市教育委員会スポーツ課

●住宅なんでも相談会
１月１８日（日）１０時～１５時　葉山町商工
会館　リフォーム、修繕、新築、改築、
防犯、耐震、雨漏り、老朽化など家の
無料相談会。当日来られない場合はご
連絡ください。�８７５－２８１０葉山町商
工会工業委員会

●すくパラ広場　～ママYOGA～
１月２６日（月）・２月１６日（月）・２３日（月）
１０時～１２時　港湾管理事務所　１回の
みの参加、お子さん連れも大丈夫。１
回１，０００円。託児１回５００円。�０８０－
５４０４－３９８６NPO法人葉山っ子すくす
くパラダイス

●想い出のポップスを歌う
１月２０日（火）（６月まで毎月第３（火））
１３時～１５時　逗子青少年会館　みんな
で「ムーンリバー」ほかを楽しく英語

で歌い、大いに若返りましょう。ピア
ノ伴奏付き。会費１，０００円。要申込。
�８７１－３６１６下村（英語ポップスの会）

●教育会館ふれあいコンサート
１月２５日（日）１４時から　横須賀三浦教
育会館　湯川晃＆大隈智佳子デュオ・
リサイタル」大人（前売）１，５００円（当日）
１，６００円、高校生以下７００円。先着１５０
人。�８２４－０６８３横須賀三浦教育会館

●みんなで 唄 おう・フリーコーラス
うた

１月３０日（金）１４時～１６時　福祉文化会
館　“長寿の 秘  訣 ”昔なつかしい歌をた

ひ けつ

くさん歌いましょう。�８７５－００２９�
梨（６０才からの音楽教室）

●湘南国際村アカデミア
１月３１日（土）１４時～１６時　地球環境戦
略研究機関　ふるさとの木によるふる
さとの森づくり～湘南国際村から世界
へ。植樹により地域本来の素肌・素顔
の森を蘇らせ、２１世紀における日本人
の命の基盤の再生を願う、生態学の第
一人者による講演と質疑応答。講師：
宮脇昭さん（地球環境戦略研究機関国
際生態学センター長）。１月２０日（火）
必着１００人（抽選あり）。無料。�８５５－
１８２２ � ８５８－１２１０原嶋（かながわ国際
交流財団）

●「ガイアシンフォニー第六番」上映会
２月１日（日）１４時から　逗子文化プラ
ザなぎさホール　龍村仁監督・KNOB・
雲龍来たる�　上映＋トーク＆ライブ演
奏�　前売２，５００円（中学生以下１，５００
円）。有料保育（要予約）。�０８０－６７３３
－７９８８小山内（T＆T）

●佐藤初女講演会「今を生きる」
２月７日（土）１３時３０分から　逗子文化
プラザなぎさホール　前売２，０００円・当
日２，５００円。先着順。�８３４－０３８６山崎
チケット振込：ゆうちょ銀行００２８０－６
－８１９０９（森のこもれび）

●ソレイユの丘　フリーマーケット
２月７日（土）・８日（日）９時～１５時　
ソレイユの丘公園内メイン通路　雨天
中止。葉山町民出店無料。駐車場代
１，０００円。家庭の小物・雑貨・CD・テレ
ホンカード等まだ使える不要なものを
無料で引き取り、チャリティーへ贈り
ます。�８７８－７９００木内（ごみ減量推進
国民の会）

●チャリティー旅行会
２月１５日（日）～１６日（月）　河口湖温泉
富士ビューホテル　朝霧高原・白糸の
滝と富士宮浅間神社参拝、佛現寺だる

ま市。１９，８００円。�８７５－１００１　� ８７５
－２００２中村（さといもクラブ葉山）

●パソコン講座（全２０回）
２月１６日から毎（月）９時３０分～１２時　
社会福祉協議会　ワード・エクセル・
デジカメ・画像処理。１回１，７００円（テ
キスト・機材代込）。�０８０－１０８８－
１０８３佐藤（葉山ボランティアネット）

●景観調査団メンバー募集
海、山、川の自然、里山、旧い家、緑
豊かな住宅など葉山の姿を住民の目線
で捉え、魅力的なまちづくりに生かし
ませんか。葉山が好きな人・ボラン
ティア。１月２５日（日）までに電話で申
込。�８７６－２２３３杉浦（景観調査団）

●葉山町学生書道展　作品募集
３月中旬（予定）　図書館ホール　対
象：幼、小、中学生。掛け軸表装代１，５００
円　１月末日締切　�８７５－３４８９三嶽
（葉山町書道協会）

●いのちの電話相談ボランティア募集
研修期間４月から１年間。３月３１日現
在２３～６２歳の人。７０，０００円（３期に分割
可）。締切２月６日（消印有効）。応募要
項の請求は９０円切手同封し〒２４０－８６９１
横浜市保土ヶ谷郵便局私書箱３２号。�
０４５－３３３－６１６３横浜いのちの電話事務
局

●神奈川県歌人会　春の大会
４月２４日（金）１３時～１６時　逗子文化プ
ラザなぎさホール　はがきに未発表の
１首楷書で、横須賀市二葉２－２３－４
鈴木隆夫まで２月２８日（土）必着。会員
１，０００円・一般１，５００円（資料代他）。懇
親会有（有料）。県知事賞他賞多数。�０４５
－４３４－６６０６佐久間（神奈川県歌人会）

●放送大学４月生募集
放送大学はテレビなどの放送を利用し
て授業をする通信制の大学。心理学・
福祉・経済・歴史・文学・自然科学な
ど。資料無料。２月２８日（土）まで出願
受付。�０４５－７１０－１９１０放送大学神奈
川学習センター

●JGKガールズ！　参加者募集
毎（日）午前中　葉山小または一色小グ
ラウンド　小学生の女の子の参加をお
待ちしています。�８７６－２３５４井上
（ジュニア・グリーン・キッカーズ）

　掲載を希望するときには、掲載したい月の
前々月末日正午までに、企画調整課（�内線
３３３）へお電話ください。営利目的のもの、宗
教・政治色の強いものは掲載できません。


